
新
潟
県
柏
崎
市
の
清
掃
工

場
が
、
先
の
中
越
沖
地
震
で

破
損
し
、
収
集
・
運
搬
さ
れ

た
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
本
来
、
収
集
し

た
ご
み
を
工
場
に
運
搬
す
る

と
こ
ろ
を
、
工
場
で
焼
却
済

み
の
灰
な
ど
を
埋
め
立
て
る

最
終
処
分
場
（
東
京
は
海
中

に
埋
め
立
て
る
の
だ
が
、
新

潟
は
山
中
に
埋
め
立
て
る
）

を
仮
置
き
場
と
し
、
そ
こ
を

中
継
所
と
し
て
近
隣
の
さ
ま

ざ
ま
な
他
自
治
体
の
工
場
に

再
運
搬
す
る
と
い
う
作
業
形

態
で
し
た
。
そ
の
車
両
と
作

業
員
が
足
り
な
い
こ
と
か
ら
、

新
潟
県
か
ら
東
京
都
に
支
援

の
要
請
が
あ
り
、
文
京
区
を

は
じ
め
と
す
る
各
区
が
そ
の

要
請
に
応
え
る
形
で
、
車
両

と
職
員
を
派
遣
し
た
の
で
す
。

９
月
２
日
（
日
）
～
９
月

９
日
（
日
）
の
期
間
で
、
新

潟
中
越
沖
地
震
被
災
地
の
支

援
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

２
日
（
日
）
と
９
日
（
日
）

は
移
動
に
費
や
し
、
実
際
の

作
業
は
、
９
月
３
日
（
月
）

～
９
月
８
日
（
土
）
の
６
日

間
行
い
ま
し
た
。

柏
崎
市
の
作
業
計
画
は
詳

し
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
次

の
よ
う
な
形
態
で
私
た
ち
は

作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

・
火
、
木
、
土

可
燃
ご
み
を
収
集
し
、
仮
置

き
場
（
最
終
処
分
場
）
お
よ

び
近
隣
工
場
（
見
附
工
場
）

に
運
搬

・
月
、
水
、
金

仮
置
き
場
に
積
み
上
げ
た
可

燃
ご
み
を
近
隣
工
場
に
運
搬

損
傷
し
た
柏
崎
清
掃
工
場

の
代
替
工
場
は
、
近
隣
自
治

体
の
長
岡
市
十
日
町
、
魚
沼

市
、
見
附
市
、
三
条
市
、
燕

市
等
の
清
掃
工
場
で
す
。

９
月
２
日
（
日
）
６
時
30

分
に
文
京
清
掃
事
務
所
本
所

に
集
合
、
７
時
に
出
発
し
、

飯
田
橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
高
速
道
路
に
入
り
ま
し

た
。
清
掃
車
に
作
業
服
着
用

で
乗
車
し
、
そ
の
ま
ま
現
地

に
向
か
い
ま
し
た
。
12
時
に

現
地
に
着
き
、
集
合
時
間
の

13
時
に
柏
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
到
着
し
ま
し
た
。

現
地
に
行
く
途
中
、
休
憩

を
入
れ
て
向
か
っ
た
の
で
す

が
、
さ
す
が
に
長
時
間
清
掃

車
で
移
動
し
た
の
で
疲
れ
ま

し
た
。

新
潟
現
地
で
の
生
活
に
つ

い
て
若
干
述
べ
て
み
ま
す
。

宿
泊
施
設
は
民
宿
で
し
た
。

六
畳
一
間
に
文
京
区
か
ら
の

派
遣
メ
ン
バ
ー
３
名
が
宿
泊

し
ま
し
た
。
文
京
区
を
含
む

都
内
10
区
の
各
３
人
合
計
30

人
が
一
軒
の
民
宿
に
宿
泊
し

ま
し
た
。

民
宿
で
は
、
朝
食
と
夕
食

が
出
ま
し
た
。
昼
食
は
、
出

先
で
お
の
お
の
弁
当
な
ど
を

購
入
し
て
食
べ
ま
し
た
。

風
呂
も
民
宿
に
備
え
て
あ

り
ま
し
た
が
、
近
く
の
ホ
テ

ル
の
ご
好
意
で
お
風
呂
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

朝
６
時
の
朝
食
後
、
2
分

ほ
ど
離
れ
た
近
く
の
駐
車
場

に
移
動
し
、
体
操
を
し
て
か

ら
7
時
に
出
庫
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
車

両
が
、
地
元
（
新
潟
県
）
の

業
者
と
別
々
に
合
流
し
て
作

業
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
８

時
か
ら
作
業
を
開
始
し
ま
し

た
。

・
火
・
木
・
土

１
台
目

仮
置
き
場

２
台
目

清
掃
工
場

（
各
区
各
車
両
そ
れ
ぞ
れ
）

文
京
区
は

火
ー
見
附
清
掃
工
場
、

月
・
土
ー
十
日
町
工
場

・
月
・
水
・
金

仮
置
き
場
か
ら
（
見
附
工

場
お
よ
び
十
日
町
工
場

仮
置
き
場
と
な
っ
て
い
る

最
終
処
分
場
で
、
山
積
み
の

ご
み
を
収
集
用
の
専
用
の
機

械
で
収
集
車
に
直
接
積
み
込

み
、
私
た
ち
作
業
員
は
、
そ

の
収
集
用
専
用
機
械
の
ボ
タ

ン
を
操
作
し
ま
し
た
。

文
京
区
お
よ
び
新
宿
区
の

作
業
は
本
来
、
現
地
の
業
者

（
柏
崎
市
の
収
集
作
業
は
す

べ
て
民
間
委
託
業
者
）
と
一

人
ず
つ
乗
り
変
わ
っ
て
作
業

す
る
と
こ
ろ
を
（
た
と
え
ば
、

文
京
区
の
直
営
車
に
文
京
区

の
運
転
手
と
作
業
員
、
柏
崎

市
の
作
業
員
、
柏
崎
市
の
清
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掃
車
両
に
、
柏
崎
市
の
運
転

手
と
作
業
員
、
文
京
区
の
作

業
員
な
ど
）
、
現
地
の
作
業

員
の
手
配
が
つ
か
な
い
こ
と

も
あ
り
、
作
業
エ
リ
ア
の
地

図
を
渡
さ
れ
、
文
京
区
（
お

よ
び
新
宿
区
）
の
メ
ン
バ
ー

の
み
で
の
作
業
と
な
り
ま
し

た
。こ

ち
ら
で
い
う
と
こ
ろ
の

サ
ー
マ
ル
実
施
後
の
「
新
可

燃
」
ご
み
と
同
様
の
可
燃
ご

み
収
集
の
み
を
、
火
・
木
・

土
に
行
い
ま
し
た
。
柏
崎
市

の
収
集
作
業
は
、
集
積
所
の

間
隔
が
か
な
り
離
れ
て
い
て
、

お
ま
け
に
地
図
を
見
な
が
ら

の
作
業
だ
っ
た
の
で
、
１
台

積
み
上
げ
る
の
に
１
時
間
以

上
も
か
か
り
ま
し
た
。

月
・
水
・
金
に
は
、
最
終

処
分
場
を
転
用
し
た
仮
置
き

場
に
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
車
が

集
結
し
て
、
順
々
に
（
遠
い

工
場
や
、
新
大
型
車
な
ど
優

先
で
）
積
ん
で
い
た
の
で
、

文
京
区
は
、
他
よ
り
は
近
い

工
場
だ
っ
た
の
で
、
後
の
方

の
積
み
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、
収

集
車
両
に
積
み
込
む
だ
け
だ
っ

た
の
で
す
が
、
８
時
作
業
開

始
で
、
約
2
時
間
後
の
10
時

過
ぎ
に
よ
う
や
く
仮
置
き
場

か
ら
出
発
で
き
ま
し
た
。

現
地
・
柏
崎
市
の
集
積
所

に
つ
い
て
少
し
説
明
し
ま
す
。

集
積
所
に
は
、
木
製
か
鉄

製
の
ボ
ッ
ク
ス
が
、
そ
れ
ぞ

れ
一
個
だ
っ
た
り
あ
る
い
は

二
個
三
個
だ
っ
た
り
と
さ
ま

ざ
ま
で
し
た
が
、
必
ず
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
反
対
に
、

東
京
で
は
ほ
と
ん
ど
の
集
積

所
に
あ
る
よ
う
な
看
板
が
、

現
地
の
集
積
所
に
は
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
が
現
地
で
収
集
し

た
の
は
、
火
・
木
・
土
の
可

燃
ご
み
で
、
そ
れ
以
外
の
不

燃
ご
み
・
資
源
ご
み
収
集
に

つ
い
て
は
、
私
た
ち
は
ノ
ー

タ
ッ
チ
で
し
た
。

そ
れ
で
は
最
後
に
、
個
人

的
な
感
想
を
申
し
上
げ
て
終

わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
の
10
区
の
清
掃
事

務
所
か
ら
派
遣
さ
れ
た
30
人

で
の
団
体
生
活
を
同
じ
民
宿

で
７
泊
に
わ
た
っ
て
過
ご
し

て
団
結
を
深
め
、
支
援
活
動

に
従
事
し
た
の
は
、
非
常
に

貴
重
な
体
験
で
し
た
。

ま
た
、
同
じ
職
場
の
仲
間

と
は
い
え
、
や
は
り
７
泊
も

の
期
間
、
六
畳
一
間
で
、
一

緒
に
文
字
通
り
寝
食
を
と
も

に
し
て
生
活
し
、
働
い
た
の

は
、
め
っ
た
に
経
験
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

で
し
た
。

新
潟
県
中
越
沖
地
震
発
生

か
ら
一
ヶ
月
後
の
被
災
地
支

援
で
す
の
で
、
倒
壊
し
た
家

の
撤
去
、
道
路
の
修
復
は
終

わ
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
た
し
か
に
、
市
街
地

の
道
路
の
ひ
び
割
れ
等
は
整

備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
海

岸
沿
い
は
、
ひ
び
割
れ
、
片

側
通
行
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
の
復
旧
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
民
家
も
、
古
い
瓦

屋
根
の
瓦
は
、
ず
れ
た
よ
う

で
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
わ

れ
た
家
が
多
く
目
に
付
き
ま

し
た
。
は
じ
め
て
見
た
実
際

の
仮
設
住
宅
は
、
寂
し
げ
な

集
落
に
映
り
ま
し
た
。

運
転
業
務
は
、
１
日
平
均
、

１
８
０
ｋ
ｍ
く
ら
い
で
し
た
。

月
・
水
・
金
は
、
最
終
処
分

場
か
ら
近
隣
市
の
清
掃
工
場

に
１
回
搬
入
。
火
・
木
・
土

は
、
一
般
家
庭
ご
み
を
１
～

２
回
収
集
し
た
後
、
最
終
搬

入
を
、
近
隣
市
の
清
掃
工
場

に
搬
入
し
ま
し
た
。

毎
回
、
ご
み
を
限
界
ま
で

積
み
込
む
の
で
、
車
両
は
重

く
な
り
不
安
定
な
上
、
最
終

処
分
場
お
よ
び
近
隣
市
の
清

掃
工
場
ま
で
は
、
山
道
を
走

行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

道
路
に
は
信
号
も
な
く
空
い

て
い
る
の
で
、
た
び
た
び
後

ろ
に
車
両
が
数
珠
繋
ぎ
に
な

り
、
自
分
の
車
を
止
め
道
を

譲
る
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が

ら
の
走
行
で
し
た
。

国
道
お
よ
び
市
街
地
の
道

路
は
、
無
理
や
り
修
復
さ
れ

て
い
る
の
で
、
橋
の
つ
な
ぎ

目
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
突
起
で
、

デ
コ
ボ
コ
で
し
た
。
運
転
手

は
の
ん
び
り
走
行
で
楽
な
の

で
す
が
、
収
集
職
員
２
名
は

か
な
り
苦
痛
の
よ
う
で
し
た
。

ご
み
収
集
作
業
に
関
す
る

東
京
23
区
の
支
援
活
動
は
い
っ

た
ん
終
了
し
ま
し
た
が
、
随

時
、
他
の
自
治
体
が
支
援
に

駆
け
つ
け
る
そ
う
で
す
。

柏
崎
市
の
清
掃
工
場
は
、

11
月
中
旬
の
稼
動
を
目
指
し
、

急
ピ
ッ
チ
で
復
旧
工
事
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
復
旧
工

事
が
終
わ
る
ま
で
は
、
各
自

治
体
の
支
援
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

今
回
、
支
援
活
動
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の

物
を
見
て
感
じ
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
興
奮
し
て
い
る
よ
う
で
、

う
ま
く
言
え
ま
せ
ん
が
、
こ

の
貴
重
な
体
験
を
少
し
ず
つ

で
も
お
伝
え
で
き
れ
ば
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
作
業
の
性
格
上
、

長
距
離
の
運
搬
が
メ
イ
ン
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
負
担
は
か
な

り
の
も
の
だ
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
う
し
た
中
、
安
全

運
転
に
徹
し
、
デ
コ
ボ
コ
道

も
気
遣
っ
て
走
っ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

運
転
手
が
い
ち
ば
ん
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

様
々
な
準
備
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
事
務
所
や
区
役
所
の

皆
さ
ん
、
私
た
ち
が
不
在
の

一
週
間
、
現
場
で
、
台
風
直

撃
な
ど
の
中
、
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
っ
た
仲
間
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
何
よ
り
一
緒
に
行
っ

た
豊
田
和
男
さ
ん
、
佐
藤
浩

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

2007年9月20日 礫つぶて ( 2 )

新
潟
県
中
越
沖
地
震
レ
ポ
ー
ト

震
災
支
援
で
貴
重
な
体
験佐

藤
浩

中
越
沖
地
震
支
援
活
動
に
参
加
し
て

多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝

佐
藤
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東
京
都

報
道
発
表
資
料

［
２
０
０
７
年
８
月
掲
載
］

新
潟
中
越
沖
地
震
に
伴
う
東

京
都
の
支
援
に
つ
い
て
（
第

20
報
）

（
特
別
区
に
よ
る
廃
棄
物
処

理
の
支
援
に
つ
い
て
）

平
成
19
年
８
月
24
日

環
境
局

総
務
局

平
成
19
年
７
月
16
日
に
発

生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震

に
伴
い
、
被
災
市
町
村
で
は

排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
処
理

に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て

い
ま
す
。

こ
の
度
、
新
潟
県
か
ら
都

に
対
し
、
廃
棄
物
処
理
に
つ

い
て
特
別
区
か
ら
支
援
を
受

け
た
い
旨
の
要
請
が
あ
り
、

特
別
区
と
調
整
を
行
っ
た
結

果
、
以
下
の
と
お
り
、
特
別

区
が
支
援
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ま
た
、
国
分
寺
市
及
び
多

摩
市
並
び
に
東
京
廃
棄
物
事

業
協
同
組
合
に
お
い
て
も
、

裏
面
の
と
お
り
廃
棄
物
処
理

の
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
併
せ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

１

支
援
先

新
潟
県
柏
崎
市

２

支
援
期
間

平
成
19
年
８
月
27
日
（
月
）

か
ら
９
月
８
日
（
土
）
ま
で

３

支
援
内
容

廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬

（
清
掃
車
両
及
び
職
員
の
派

遣
）

４

支
援
規
模

特
別
区
清
掃
車
両

（
パ
ッ
カ
ー
車
）
延
べ
19
台

特
別
区
職
員

延
べ
72
人

こ
の
他
に
、
（
社
）
東
京

環
境
保
全
協
会
（
請
負
業
者
）

か
ら
清
掃
車
両
（
パ
ッ
カ
ー

車
）
１
台
の
派
遣
協
力
あ
り
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
紙

の
と
お
り

○
国
分
寺
市
に
よ
る
廃
棄
物

処
理
支
援
の
実
施
状
況

（
平
成
19
年
８
月
24
日
現
在
）

支
援
先

支
援
期
間

内
容

柏
崎
市

７
月
27
日
（
金
）

か
ら
８
月
11
日
（
土
）
ま
で

（
１
班
当
た
り
３
泊
４
日
派

遣
）
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬

車
両パ

ッ
カ
ー
車

２
台

ダ
ン
プ
車

１
台

人
員

８
人
×
５
班

○
多
摩
市
に
よ
る
廃
棄
物
処

理
支
援
の
実
施
状
況

（
平
成
19
年
８
月
24
日
現
在
）

支
援
先

支
援
期
間

内
容

柏
崎
市

８
月
６
日
（
月
）

か
ら
８
月
11
日
（
土
）
ま
で

８
月
20
日
（
月
）
か
ら
８
月

25
日
（
土
）
ま
で

８
月
27
日
（
月
）
か
ら
９
月

１
日
（
土
）
ま
で

（
１
班
当
た
り
１
週
間
派
遣
）

廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬

車
両パ

ッ
カ
ー
車

（
委
託
業
者
車
両
）

２
台

ダ
ン
プ
車

（
多
摩
市
車
両
）

１
台

人
員多

摩
市
職
員

３
人

委
託
業
者

４
人

計
７
人
×
３
班

○
東
京
廃
棄
物
事
業
協
同
組

合
に
よ
る
廃
棄
物
処
理
支
援

の
実
施
状
況

（
平
成
19
年
８
月
24
日
現
在
）

支
援
先

支
援
期
間

内
容

柏
崎
市

８
月
13
日
（
月
）

か
ら
８
月
26
日
（
日
）
ま
で

廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬

車
両

パ
ッ
カ
ー
車

延
べ
87
台
・
日

人
員

延
べ
108
人
・
日

問
い
合
わ
せ
先

環
境
局
廃
棄
物
対
策
部
一
般

廃
棄
物
対
策
課

電
話

０
３
ー
５
３
８
８
ー

３
５
８
１

〔
別
紙
〕

平
成
19
年
8
月
24
日

特
別
区
長
会

新
潟
県
中
越
沖
地
震

県
の

要
請
を
受
け
、
特
別
区
が
清

掃
車
と
職
員
を
派
遣

24
日
、
特
別
区
は
、
新
潟

県
中
越
沖
地
震
で
被
害
の
あ
っ

た
同
県
柏
崎
市
に
清
掃
車
と

職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決

め
た
。
被
災
地
で
は
、
震
災

に
伴
っ
て
発
生
し
た
大
量
の

ご
み
処
理
に
頭
を
悩
ま
せ
て

い
る
。
16
日
、
新
潟
県
知
事

か
ら
東
京
都
知
事
を
通
し
て
、

特
別
区
長
会
に
対
し
、
柏
崎

市
へ
の
清
掃
車
両
等
の
派
遣

要
請
が
あ
り
、
こ
れ
に
応
え

る
形
と
な
っ
た
。

７
月
16
日
に
発
生
し
た
新

潟
県
中
越
沖
地
震
に
伴
い
、

被
災
地
で
は
大
量
の
ご
み
が

発
生
し
、
そ
の
処
理
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
。
特
に
、

柏
崎
市
で
は
、
清
掃
工
場
が

損
傷
し
て
ご
み
処
理
に
困
難

を
極
め
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
新
潟
県
の
泉
田
裕

彦
知
事
は
、
東
京
都
の
石
原

慎
太
郎
知
事
を
通
し
て
、
特

別
区
長
会
に
対
し
、
災
害
ご

み
の
処
理
に
つ
い
て
支
援
を

求
め
る
要
請
を
行
っ
た
。
特

別
区
で
は
こ
れ
を
受
け
て
、

特
別
区
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
主

管
課
長
会
を
中
心
に
各
区
か

ら
派
遣
す
る
清
掃
車
両
と
人

員
の
調
査
を
行
う
こ
と
に
し

た
。調

査
の
結
果
、
多
数
の
区

か
ら
協
力
の
申
し
出
が
あ
り
、

現
地
と
調
整
し
た
上
で
、
各

区
か
ら
延
べ
清
掃
車
等
26
台

（
小
型
プ
レ
ス
車
15
台
、
新

大
型
特
殊
車
４
台
、
連
絡
車

７
台
）
と
職
員
72
名
を
派
遣

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
ま

た
、
特
別
区
よ
り
清
掃
事
業

の
収
集
・
運
搬
を
請
け
負
っ

て
い
る
（
社
）
東
京
環
境
保

全
協
会
か
ら
も
協
力
が
得
ら

れ
、
清
掃
車
（
新
大
型
特
殊

車
）
１
台
を
派
遣
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

現
地
で
の
支
援
作
業
は
２

７
日
（
月
）
か
ら
９
月
８
日

（
土
）
ま
で
の
２
週
間
で
、

派
遣
は
前
半
と
後
半
に
分
け
、

前
半
組
は
26
日
に
出
発
し
９

月
２
日
ま
で
、
後
半
組
は
２

日
に
交
代
の
車
両
と
職
員
を

派
遣
し
８
日
ま
で
支
援
を
行
っ

た
後
、
９
日
に
帰
還
す
る
。

派
遣
先
の
柏
崎

市
で
は
、
主
に
家

庭
か
ら
出
さ
れ
た

可
燃
ご
み
を
集
積

所
か
ら
収
集
し
、

仮
置
き
場
ま
で
運

搬
す
る
作
業
を
行

う
と
と
も
に
、
柏

崎
市
の
清
掃
工
場

が
損
傷
し
て
稼
動

し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
仮
置
き
場

か
ら
県
内
の
他
自

治
体
の
清
掃
工
場

に
運
搬
す
る
と
い

う
作
業
に
従
事
す

る
予
定
で
あ
る
。
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